
問い合わせ先：総務課　防災交通室　☎８５－３０８０

問い合わせ先：消防署　救急グループ　☎８３－１１１９

問い合わせ先：産業経済課　観光振興グループ　☎８２－８２１４

申し込み・問い合わせ先：政策推進課　地域戦略推進グループ　☎８２－８２１３

　夏を迎え外出する機会が増え、交通事故が多発する時期です。特に７～８月は、「うっかり」「ぼんやり」「居
眠り」などの事故が多くなります。また、夏休み期間中は、子どもたちが屋外で遊ぶことが多くなります。事故の
大半は、「自転車・歩行者の急な飛び出し」です。子どもを見掛けたら、徐行・一旦停止を心掛けましょう。
　７月13日㈬は「飲酒運転根絶の日」です。より一層の交通安全に協力を。

　新型コロナ対策のマスクの着用は熱中症リスクを高めることが懸念されています。人との距離を十分
にとるなどして適宜マスクを外しましょう。予防策はこのほかにも、「こまめな水分補給（スポーツ飲
料が理想的）」「暑いところを避ける（室内でも要注意）」「涼しいところで休憩を（無理は禁物）」など
を心掛けましょう。

運 行 日
７月15日から９月24日までの金・土曜（月曜祝日の場合は日曜も運行）
運行時間
18時30分ポロトミンタラ前発、その後30分間隔で出発の全７便（最終21時30分発）
運行経路
ウポポイ→町立病院→白老駅→高砂町→くまがい前→チキサニ前→ポロトミンタラ前　
※市街地循環便の停留所はすべて停車　　※ウポポイは営業時間内のみの運行
運　　賃　大人100円　小中学生50円

日　時　７月19日㈫　11時30分～15時30分　　場　所　いきいき４・６　交流センター
参加費　無料　　　　　　　　　　　　　　　定　員　30人
内　容　・ビデオ講演「公共交通の現状と未来」（鈴木聡士北海学園大学教授）
　　　　・もぐもぐタイム（黙食）～お弁当を配ります。
　　　　・公共交通の乗り方と乗り継ぎ方法、乗車券などの説明
　　　　・乗り継ぎ体験～①元気号「いきいき４・６」⇒②ぐるぽん「くまがい前」⇒③元気号「ウポ
　　　　　ポイ」⇒④「いきいき４・６」　※所要時間は約1時間
申し込み　７月５日㈫から申し込みを受け付け、定員になり次第締め切ります。下記に電話で。
締め切り　７月12日㈫

　町は地域循環バス「元気号」のほかに、交流促進バス「ぐるぽん」、デマンドバス「カムイ号」
と３種類のバスを運行しています。道南バスの路線も苫小牧―登別温泉線のほかに、新千歳空港に
は国道経由と高速道路経由の２路線が運行されており、タクシーや福祉タクシー、福祉有償運送事
業者も充実しています。
　また、ウポポイオープンを機に特急列車の停車本数も大幅に増え、今では札幌の大学までＪＲで
通学している学生さんもいるほどなので、これらの交通手段を乗り継ぐなど上手に使いこなせば地
域間移動に大変便利な町なのです。

　でも、バスなど個々の交通の乗り方はわかっていても、それらを乗り継いで行きたいところに移
動することは、難しく感じている方も多いのではないでしょうか？
　ぜひこの機会に実際に「元気号」と「ぐるぽん」の乗り継ぎを体験して、上手な乗り方を勉強し
てみませんか。当日は道南バスが「特設ブース」を設けますので、路線バスの運行状況やお得なチ
ケット情報などがゲットできます。

7月19日 地域公共交通の上手な乗り方教室を開催

　夏季は気温や湿度が上がり、熱中症になる恐れが高まり
ます。大事に至らないために予防が何より大切です。

こんな時は危険な状態です。ためらわずに119番通報して救急車を呼びましょう！
意識がおかしい 会話ができない 自分で水分が取れない

７月13日㈬～７月22日㈮
『ストップ・ザ交通事故　めざせ　安全で安心な北海道』

夏 の 交 通 安 全 運 動

交流促進バス「ぐるぽん」 夜間実証運行を実施


